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●制作 

「風路地」 

―路地の形態と行動の分析および風況解析に基づく京成曳舟駅前広場のデザイン― 

Analysis of wind and spatial characteristics in the Kyojima redevelopment area and the existing area and 
Proposal for the wind landscape 

藁谷 百合香   園芸学研究科 ランドスケープ学コース 庭園デザイン学領域（主指導教員：章 俊華） 
WARAGAI Yurika 

 

１．研究の背景と目的 

 本研究では、疎まれがちな都市の風を風景や空間の体験を

彩る要素として位置付け直すことで、開発により失われつつ

ある下町らしさの風景をアップデートすることを目指す。 

 風は、昔から魅力ある自然として親しまれてきた。和歌や

俳句で描写されるように、風は四季の香りや音を運び、穏や

かな風により、風景は視覚的にも体感的にも涼しさや静けさ

の表情を見せてきた。しかし高層建築物を建てられる世界に

なってから、ビル風という都市特有の自然が生まれた。日本

でも再開発が進む駅前では、強い風（以下、ビル風）が吹く

ことが問題になっている。滞在に向かず人が寄り付かなくな

ったビル足元の店や広場も存在する。 

 下町と呼ばれる風情ある街並みが特徴であった地域におい

ても、近年は高層ビルを伴う駅前再開発が活発化している。

より便利に安全になって来ている一方で、下町らしい賑わい

や特徴を持っていた駅前が、再開発によりどの駅前とも変わ

らない均質的な空間となっていくことに、私は疑問を感じる。 

 そこで本研究では、ビル風を「都市の課題」ではなく「都

市の自然」として価値を見出し、下町の高密度な空間的特徴

と共に資源として生かすことで、再開発地の均質な商業空間

にその地域ならではの風景をつくるような、駅前の再編計画

を提案することを目的とする。 

 

２．研究の方法 

2-1 対象地 

 東京都墨田区京島の京成曳舟駅周辺では、再開発プロジェ

クトにより高層ビルが建設され、常に風が吹いている場所や

滞在に適さないビル風が吹いている場所がある。また他の再

開発地と均質的な商業空間の風景が広がる。一方、中・低層

地域には高密度住宅や路地のような京島特有の風景が残って

いる。そこで、本研究では京成曳舟駅前広場と周辺街路を対

象に調査分析とそれに基づくデザイン提案を行う。 

2-2 研究方法 

 京島の町の現状及び価値向上の可能性を明らかにするため

に、以下の 2 点について調査を行う。 

① 「風」：駅前の現況把握 

京島に一番近い東京の観測地点における月別平均風速(日

最多風向より月平均)と風向から、季節・時間ごとのそれぞ

れを計算しグラフ化する（図 1）。Autodesk CFDで年平均風

速での各方角からの現状での風況を把握する（図 2）。 

② 「まち」：京島の街路における空間特性の把握 

 道路幅員を墨田区道路台帳現況図より地図にプロットし

（図 3）、各地点で見られた活動を断面図に描き空間行動特

性を調査する（図 4）。また D/H（Distance/Hight）を算出

し、これらの景観的な指標を再開発地域と高密度地域で比較

する。 

このように、風の流れ方や強さの調査を行い、街路空間構

成と合わせて評価し、最後に、得られた知見に基づき京島地

区の特性を活かした駅前空間のランドスケープ提案を行う。 

 

３．調査分析と結果 

3-1.駅前の風の現況 

 通り沿いではいずれの風向でも広場よりも風速が速くなる

傾向にあり、2.5m/s 以上の風が吹くことがある。また、広

場ではいずれの風向でも周辺の建築に平行な風の流れとなり、

常時風速 1m/s 以上の風が吹いている。 Glaumann and 

Westerberg (1988)による風の基準より（表 1）、大通り沿

いでは滞在利用には強く感じる

風が吹いていることがわかった。 

期間：2017-2022.11 

平均風速：2.814m/s 

平均最大風速： 10.0943662 

m/s 

データ元：気象庁過去データダ

ウンロード https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/

（データダウンロード日：2023/01/03） 

図 1 風配図 

表 1 滞在と風の基準 
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図 2 CFD による京島現況シミュレーション 

3-2.京島の街路における空間行動特性 

 再開発地域と高密度地域の幅員（図 4）より、人が利用す

る道幅とそこでの活動を調査し、再開発地域と高密度地域で

の人々の振る舞い方の違いを把握した（図 5）。高密度地域

の幅員 2m 以下の車の通らない道や 3〜4m の道路では移動の

利用以外に、路地園芸や立ち話の利用が多く見られた。 

 高密度地域のうち幅員 5〜7mの歩車混合の道路、再開発地

域の 7〜8mの歩道では人の移動が主な利用となっていた。 

 また店舗のある道の幅員を比較すると、高密度地域の商店

街は 5m 程で、商品を道にも展示している。お店の人やお客

さん同士との会話や誰が設置したかわからない椅子での会話

や活動が見られた。一方、再開発地域の店舗前の 7〜8mの歩

道は移動と店舗の出入りのみがほとんどであった。歩道のう

ち約 3m が公開空地となっているがお店の拡張はされておら

ず、店舗の利用者は店舗内で目的を果たしていた。 

 京島の高密度地域では、道幅という物理的な形から、住民

が道をオープンスペースとして手を加え、車社会の現代も人

のスケールで利用し続けられているということがわかった。 

４.屋外活動の比較と考察 

 以上の活動の違いより、高密度住宅地域から再開発地域に

かけて、オープンスペースの場所と使い方の違いが見られる。 

 高密度地域では、道が住民たちのオープンスペースとして

利用されていることで、周辺住民との一体的なつながりが生

まれやすくなり、庶民文化へ発展したと考えられる。 

 再開発地域では、公園や広場がオープンスペースとして利

用され、道は主に移動として利用されている。店舗に面して

いても屋外への利用は見られず屋内で完結する。親子が共に

利用する公園や広場がつながりの生まれやすい屋外空間とな

っていると考えられる。 

 このことより、高密度地域は、移動と滞留が混在している 

 

図 3 京島内の幅員の分類地図 

図 4 京島内街路の幅員と活動分析 

形から、他者との目的以外の活動が生まれやすい場所であり、

再開発地域は、移動と滞留がはっきり分かれている形から、

個々の活動で完結しやすい場所となっていると考えられる。

以上二つの調査から以下の知見が得られた。 

① 京島の風速と町の形の大小は比例し、町の形と人の活

動も大きく関係する。 

② 京島のオープンスペースは道やその結節点であり、住

民や店主によって作られてきた。 

③ 再開発地域の高層ビル前は、公開空地と公道により構

成され、公開空地での店舗や住民の利用価値が高い一

方で、利用に適した風環境ではない。 

 駅周辺の大きいスケールでも利用者が路地の距離感で利用

し、住民が参加できるオープンスペースとすることで、均質

的な再開発地域にも京島らしい人の距離感や風景が残ると考

える。 

 よって制作で、再開発地域の駅周辺にビル風を引き込んだ

オープンスペースの提案及び可能性を提示することを試みる。 
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